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「産業社会と人間J委員会 北原立拐・抜本康之・石田光枝・塗田佳枝
鈴木愛梨@久保美由紀・中井毅・金城幸麗
要旨:昨年度まで、の産相:の活動や実践に加え、今年度新たに取り入れた授業実践の試みを中心に、その成果
と課題点をアンケートと生徒の反応をもとに考察する。
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1 本校の「産業社会と人間jと今年度のねらい
総合学科高校においては、自己の進路への自覚を
深めさせるとともに、将来の職業生活の基礎となる
知識・技術等を修得させるため原則としてすべての
生徒に「産業社会と人間J(以下「産社j と略す)を
履修させるよう文部科学省により決められている。
本校における「産社j は、一昨年までは本校開発
科目である「産業理解Jと併せて、実質上4単位で
実施していた。しかし教育課程の改定にともない、
平成 23年度よりこれを発展的に改組し、当科目を単
独として実施することとなった。「産業理解jに代わ
って新たに設置された「キャリアデザインj は「産
社」と共に進路学習、キャリア教育として 2年次か
らの科目選択を見通した内容となっている。
本年度は原則として金曜日 5・6限時の 2単位によ
る授業を年次教員 8名で担当した。
文部科学省による「産業社会と人間Jの教育目標
は以下の通りとなっている。
ア 自己の生き方を探求させるという観点から、自
己啓発的な体験学習や討論などを通して、職業
の選択決定に必要な能力 s 態度、将来の職業生
活に必要な態度やコミュニケーション能力を
養うとともに、自己の充実や生きがいを呂指し、
生涯にわたって学習に取り組む意欲や態度の育
成を図ること。
イ 現実の産業社会やその中での自己の在り方生き
方について認識させ、豊かな社会を築くために
積極的に寄与する意欲や態度の育成を留ること
とすること。
今年度は上記の教育目標を踏まえ本校の特色を生
かし、より発展的かつ具体的な目標として、
「自らの考えで立ち、自分はこう生きるのだという
ji立想的・哲学的基盤を持つ人間の育成Jを目指した。
今日の日本社会においては生活様式や価値観・人生
観ともに極めて多様化し、情報は洪水のように盗れ、
何を持って自らの進路を選択するか、という判断を
行うことは極めて難しい状況である。また就業環境
においては、かつてのような年功序列や終身雇用の
時代は完全に終わり、それなりの大学に入り、それ
なりの会社に就職すれば一生安泰という考えは過去
のものとなった。
このような時代背景の仁jコで、いかに自らの生き方
を考え、必要な情報を取捨選択し、自己実現に向け
て行動するか。そうした能力を兼ね備えた人間の育
成が急務である。
そのために今年度の授業内容には「出会う Jとい
う言葉をキーワードに、様々な体験的要素を取り入
れた新たな試みを行った。また生徒の主体的活動を
重視した点として、ディスカッションやインタビュ
ーをはじめとするコミュニケーションを通した内容
に力を入れた。これにより、ただ単に教員からの知
識を得るのではなく、生徒の主体的な活動から様々
な考えや価値観を獲得し、知的好奇心の開放と広い
世界を知ることをねらいとした。
これらの試みを通して自らの生き方を考え、哲学
的素地と人生観を育むきっかけを見出すことが今年
度の「産社Jのテーマである。
2授業計画と新たな試み
1)年間指導計画
今年度の年I~司指導計画は別表 I の通りである。
基本的に例年までの流れを踏襲し、入学直後に行
う「コミュニケーションキャンプ」や、広大な農場
を生かした「菜園づくりム F付属校とタイアップして
し¥る「特別支援学校との交流会」は本校恒例の看板
授業となっている。また 2年次からの科自選択を行
うための進路学習として、各種ガイダンスの取り組
みも例年と同様に設定した。筑波大見学では様々な
授業を生徒の希望する分野ごとに参観し、また校内
も生徒が自由に見学した点は新たな試みである。
全体的な流れとして、 1学期は体験的学習を中心
に置くことで外側にむけての興味を持ち、社会に対
する理解や自らの世界観を広げる活動を中心とした
授業の展開を目指した。2学期は1学期とは反対に、
自らの内側に視点を向け、大学や特別支援校などの
関わりから思想的・哲学的なテーマを扱い、一人一
人の生き方や人生観を見つめ、進路を模索する内容
を重視した。さらに 3学期は自らの考えを他者に伝
え、外側に発信するという 人とのコミュニケーシ
ョンやディスカッションを中心とする活動を行った。
年|習を通した一連の流れは「①外から得た知識や
体験を、②自らの仁iコで1今i床し昇華させ、③その後の
行動につなげる」という本来の学習過程や人間の成
長過程と一致する。また 3年次に行う「卒業研究J
に至るための取材や発表のトレーニングとして、 3
年間の教育課程を見据えた内容となっている。
2)プロジェクト学習の導入
今年度の新たな取り組みの一つに「フ。ロジェクト
学習j とn子ぶ単元を導入した。この試みは各学期に
1回ずつ、3週にわたって連続して行う講座で、あり、
より実験的かっ広範囲な行動を伴う内容を可能にし、
先に挙げた今年度のテーマである「自らの考えで立
ち、自分はこう生きるのだという思想的・哲学的基
盤を持つ人間の育成Jを実現するための授業実践の
場として設定した。
プロジェクト を進める上で、キーワードとし
て「抽象度を上げるJという言葉を用し¥た。これは、
ものごとを考えていくうえでの視点と概念を変える
ことにより、同じものを見ても、見ている世界は変
わるという考え方である。 環境問題において例える
ならば、身の回りの環境、地域の環境、国の環境、
世界の環境、地球規模の環境というように、考える
尺度によって、見えてくるものも変わってくる。そ
して行動も変わってくる。このことが「抽象度を変
えるj ことと生徒に説明した。
抽象度を上げることにより、これまで見えなかっ
た世界が見えてくる。その結果、自分の生きる世界
が広がり、学問に対する知的好奇心が膨らみ、 I~I ら
の人生を考え進路を選択することへの関心が強まる
のではなし¥かと考えた。
そうした背景を踏まえ、そのための具体的な内容
として、学期ごとに「社会理解J1自己理解J1他者
理解Jをテーマとする様々な活動を用意した。 内容
の詳細は後述する。
3)授業の進め方とまとめ方
授業展開としては、各単元を授業内では「ミッシ
ョンJと呼び、新しい単元のたびに「新ミッションJ
を発表し、生徒は「ミッションをクリアすることで
f~ 標達成」というようにチャレンジ感覚での授業展
僚を行った。この実践により生徒一人一人の中に明
確なiヨ的意識を持つことができ、活動においてもゴ
ール(単元目標)を見据えた進行を行うことができ
た。
また、まとめ方に対しでも、各単元のテーマの特
性に合わせ、班による口頭発表や、模造紙による内
容展示、個々の振り返りや意見交換といった多様な
形式を試みた。このことは教員が個々の生徒の特性
を知る手掛かりになるとともに プレゼンテーショ
ン能力の育成にも大きな効果が見られた。
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3授業実践報告
授業実践報告で、は産社の授業の仁|コでも、とりわけ
今年度に新たに追加・工夫・変更した単元のみを紹
フiする。
口コミュニケ-ションキャンプ(4/10r'-/13)
I ねらいとテーマ
通称「コミキャンj
と呼ばれる本校の取
り組みは、1999年か
ら始まり毎年継続し
て行われている。入
学式の翌日から 3泊
4 日の宿泊行事は本
校の中でも特にオリ
ジナリティーの高い
取り組みとなってい
る。顔も名前も覚え
ていないクラスメート向士が、 4 日間の共同生活を
送ることにより、生徒は中学校までに培われてきた
「人間性・社会性・行動力・コミュニケーションカJ
をいきなり試されることとなる。同時に教員からは
新入生の雰囲気や倍性をすぐに見つけることができ、
短期間で信頼関係を築くことができる。
本単元の最大の狙いは、この 413聞の共同生活を
経て、高校という新しい環境への不安を軽減し、友
人関係をつくり、本校の特色と目指すべき生徒像「自
由・自律・自覚Jと教育理念、を理解することにある。
これによりコミキャン後もスムーズに日常の授業に
移行することを可能にしている。
立具体的な内容
この 4日間で生徒たちはアイスブレイクから始ま
り、マウンテンバイクによる野尻湖一周、残雪の中
での森散策、うどん打ち、クラスレクリエーション
などの様々なアクティピティを体験する。斑はクラ
スを越えた 10人1組の男女混合斑である。
今年度はこれまで、毎年行ってきた活動に加え、「出
会う j をキーワードに新たな試みを行った。その内
容はマウンテンバイ
クによる野尻淑一周
の道中で、必ず街に
いる「誰かJに会い
インタビューを行う、
というものである。
インタビューの対象
は班で見つけ、話を
開く最中はインスト
ラクターも距離を置
き、あくまでも生徒
の自主性に任せるという、斑のチームワークが試さ
れる内容であった。結果として、どのJ;JIも見事に課
題を達成することができ、タクシーの運転手や農家
のおばあちゃん、文具屋のご主人などバラエティー
に富んだ人々にインタビューをしていた。この試み
の特筆すべきところは、 1会也域の産業Jや「人々の暮
らしJといった 1j豆半土j におけるキーワードを生
地域の人々に産業や生活についてインタピ、ユーを行った
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徒の自主的行動の中で学習しているということであ
る。人は様々な「つながり」の中で、生きている、と
いうことを身をもって体験するよい機会となった。
3臼自の夜からはまとめ活動となる。準備時間とし
て当てられた最後の夜は、これまでの体験をゆっく
り振り返ってもらうために、あえてホテルの照明を
落とし、キャンドノレの明かりを屈んでの語らいの時
間とした。この演出はこれまでの活発な内容から一
転し、自分たちは筑坂に入ったんだ、ということを
深く自覚してもらうためである。 同時にこれから 3
年間ともに学んでいく 11や問との粋を感じるためであ
る。
最終日で、ある 4日目は振り返り活動として各班か
らの発表会を行った。発表方法は今回の活動の中で
一番班の仁iコで思し¥l:jに残った活動や体験を 1枚の写
と共に紹介する、というものであった。非常に短
し可時間であったがどの班も主旨を十分に理解しよい
発表を行うことができた。
E 本単元の成果
「コミキャンj の良いところは本校の学びのスタイ
ルや学校生活の雰囲気を「体験Jで知ることができ
るということである。同時にこのような体験型学習
は総合学科である本校に非常に相性が良いと言うこ
とが言えるかもしれない。 10年以上続くこの試みが
筑坂にとって、非常に大きな効果を発揮しているこ
とは言葉や数字に表せなくても、本校教員は体験的
に感じている。
4日間でのそれぞれの「出会いJを班ごとに発表
ロ菜菌づくり (4 月 ~7 月)
i ねらいとテーマ
本校の広大な農地を生かして作物を栽培し、農業
理解や命の営みを矢口る本単元も、毎年恒例の活動で、
ある。例年、比較的管理しやすく、収穫を楽しめる
トウモロコシやエダマメを栽培している。
体験的学習として農業体験は非常，~こ魅力的な教育
活動で、あるが、同時に天候などの不確定要素や、日々
の水やり、草取りなど管理に手間がかかり、難しい
活動で、もある。そうした条件の中で、「育てる喜びJ
「収穫する喜びJr食べる喜びj を通して、日三命j
に向き合うことが本単元の目標である。
コミキャン班を利用した共同活動による畑づくり
E具体的な内容
1三年までの課題点として、主に以下の点が挙げら
れた。
①授業枠内だけでは時間的に管理できず、自主的な
活動が必要となる。
②生徒の意識差によって日々の管理にバラつきがあ
り、収穫物の 1::l~I~そ・不出来が著しい。
③長期間にわたる活動のため 目的意識と興味を持
続させるのが難しい。
これらの課題を踏まえ今年度は以下の工夫を改良
点として加えた。
( 1 )コミキャン活動斑のメンバーで班ごとに作物を管理
する。
菜園管理は朝夕の水やりをはじめ、追JBや雑草取
り、!協芽取りなど毎日多くの管理が必要となる。 4
月当初は皆一生懸命に行うが、部活動や授業の課題
などが多くなってくると、菜園管理も必然的に足が
遠のいていく傾向にある。中にはほったらかしにな
り雑草だらけになってしまうケースもある。
このような事態を回避するため、すでにコミキャ
ンで、培った斑のチームワークを生かし、共同で管理
するとしづ体制を敷いた。この試みは大きな効果が
見られ、各班とも曜日ごとや朝夕ごとに割り振りを
決め、ほぼすべての班が収穫まで管理を行うことが
できた。むろん課題点としては班の中でも意識差は
あり、一生懸命に作業する生徒もいれば、それほど
積極的でなく班員に任せてしまう生徒もいた。しか
しそれも含めて斑による活動としての反省になり、
大きな効果が挙げられたと言える。
( I )班ごとに選んだ野菜を育てることにより、班活動に
個性を持たせる。
J]1ごとの活動に個性を持たせるために、全員が栽
培するトウモロコシとエダ、マメに追加して、班独自
の野菜も栽培した。それぞれの斑に希望を開き、レ
タス・キャベツ・トマト・トウガラシ・ピーマン・
春ダイコンなど、バラエティーに富んだ作物を栽培
した。この試みにより活動に責任感とやる気を持た
せ、また班同士がお互いの活動を観察することで、
様々な作物の育成を知ることが出来た。
また、あわせて夏に向けて小玉スイカも栽培した。
収穫の際にはスイカ部りをして盛り上げよう、とい
う遊び心である。スイカの栽培は比較的難しく食べ
られるレベルのものが育っか不安であったが、生徒
の日々の管理の甲斐があり、多くのスイカが十分に
甘く予想以上の成果となった。
(盟)収穫祭を催し、収穫した野菜を使って料理を作ると
いう目的を持たせる。
菜園づくりは 4月から 7月まで長期に渡る単元で
ある。
最初は興味を持って活動していても、後半になる
とどうしても慣れてきてしまい、活動に対する興味
が薄くなる。そうならないよう最後まで緊張感を持
って活動させるため、収穫の時期に収穫祭を企画し、
保護者も呼んで、収穫した作物でお祭りを行うとい
う計画を作った。当日は茄でトウモロコシとエ夕、、マ
メに加え、各J]J1の収穫野菜を乗せた夏野菜ろどんを
保護者と共に作った。デザートにはスイカも添えた。
収穫祭は今までの苦労が報われる瞬間。食を皆で楽しんだ
E 本単元の成果
上記の工夫点は結果的に成功であったと考えてい
る。収穫祭の催しはこれまで生徒が一生懸命に育て
てきた活動と思いが結実した瞬間となった。同時に
農業の楽しさや厳しさ、「食Jや「命Jについて考え
る非常に効果的な時間となった。当日は保護者も参
加し、一緒に収穫を行うことで、筑坂の授業活動を理
解してもらういい機会となった。
収穫祭の最後にはこの単元のまとめとして、各班
から 3か月間の活動反省と栽培活動の発表を行った。
どの班にもそれぞれの思い入れがあり、苦労したエ
ピソードや日々野菜が成長する喜びなどを紹介した0
1学期の産社のまとめとして、良い形で活動が終え
ることができた。
まとめは各班からの活動報告と成果発表
「-;) 一
己プロジェクト学習 1st ~街に出て取材を敢行せ
よ~(5/10 ‘ 5/24 ・ 5/31)
i ねらいとテーマ
今年度の新しい取り組みであるプロジェクト学習
は学期ごとに 11:illずつ、年i習で計 3回の授業を試み
た。 1学期の取り組みは「社会理解j と「地域との
つながり」を主テーマとした地域取材活動で、ある。
これは近隣地域(電車やパスなどの利用も可)の商
業施設や公共施設、他人商j古などを取材して、様々
な職業や労働jについてインタビューするというもの
である。この活動を通して現場で働いている人々の
声に耳を傾け、社会に対する認識を深めようという
ことが本単元の目標である。
五具体的な内容
活動は引き続きコミキャンの活動斑で、行った。菜
園づくりと共に 1学期はこの班活動を最大限に生か
した。この単元のポイントとして、取材先の選択と
アポ取りはすべて生徒に任せる、という指導をおこ
なった。とくに取材先の条件は定めず、「産社の授業
テーマに沿い、高校生としてふさわしい場なら OKJ
という非常に自由度の高いものとした。そのため各
班の中で十分に打ち合わせを図り、班長を中心に取
材先を考え、アポ取りを行った。これらの活動は、
多くの班は昼休みや放課後などを利用していたよう
であるが、仁!こIには 10件近くもアポを断られた斑も
あった。こういった経験も取材を申し込むうえ
西入間警察署への取材。アポ取りは全て生徒が行う。
での貴重な体験になったのではないかと考えてい
る。取材先は動物園、和菓子屋、自動車教習所、警
察署など、多岐にわたる分野となり各班の個性が出
る結果となった。取材活動のまとめは模造紙による
ポスターセッションと、写真紹介を兼ねたプレゼン
テーションで、行った。発表時間は 5分ほどであった
ペットショップ!こて仕事の苦労話を潤く
国本単元の成果
が、 どの3jIも
分かりやすく、
また普段見ら
れない商j苫の
裏側や、苦労
話など充実し
た内容の取材
発表となった。
教員側としてはもっと高校生が行きたそうな場
所(たとえば遊園地や繁華街など)を予想していたが、
意外と生徒は保守的で、あり近隣の高居を選択する班
が目立った。交通費は生徒持ちであったため、金銭
的な事情も考えられるが、もう少し広い範囲での活
動を期待していただけに、小さくまとまってしまっ
たのは残念でもある。しかし、今後卒業研究をはじ
めとする取材活動をする場合、今回の体験が生かさ
れることは間違いないと言える。この活動は、その
まま夏季休業中に行われる職場体験学習にリンクし、
身の回りの産業を知るうえで、非常に有効な内容に
することが出来た。
まとめ発表会は取材内容を各班から報告した
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口プロジェクト学習 2nd~街で 100 人に聞きまし
た。人はなぜ生きるのですか?J
(10/25・11/1・1/8) 
i ねらいとテーマ
本校は 2lr~三次以降の時間害IJ選択を 1 年次の 2 学期
末に行う。そのため 2学期は時間部選択をはじめと
する進路関係の題材をメインに置く内容となる。例
年まではこの時期に各科 iヨ 13~Þの授業見学を行ってい
るが、今年度はあえてこれらを外して、自らの人生
や生き方に向き合うための哲学的な内容を扱う授業
を行った。テーマは「自己理解Jで、ある。
E異体的な内容
「人はなぜ生きるのかJ。この哲学的な問を各自が
考え、斑でディスカッションし、今現在の「自分な
りの回答」を模索しようというのがこの単元の自標
である。まず事前の準備活動として、自分たちの身
の|互!りにいる人々に取材活動を行った。「人はなぜ生
きるのですか?Jといった質問をぶつけ、考えるた
めの「素材j を集めるという試みである。取材活動
は「自分の家族-親戚・知り合いの人への取材jと「学校
周辺の通行人や商j吉の人、住民など街の人々への取材j
の2種類を用意した。
特に「街の人々への取材j では 4人一組の少人数
斑をっくり、約一時間ほどの取材活動を行った。ビ
ジネスマンから散歩中の親子、ラーメン屋のj苫長な
ど実に多くの人々を取材することができ、中には 10
人以上に取材した斑もあった。戻ってきた斑から傾
次、取材内容を模造紙に張り付けていき廊下に張り
出すという作業を行った。これにより次週の授業ま
でに各班が商いてきた様々な意見を生徒全員が知る
ことができた。事前の素材としては十分なものとな
った。
3呂田の授業はディスカッションとまとめ活動と
して、前回の取材内容を参考に斑毎にディスカッシ
ョンを行った。テーマが難しく重い内容のため、語
らいの雰囲気があまり国くならないよう場所や形式
は特に求めず、校内の好きな場所に散らばって、自
由に語るといった工夫を入れた。一時間ほどのディ
スカッションを終え、各 HRごとにそれぞれの斑か
らの発表を行った。
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ディス力ッションは各々 好きな場所で自由に話を進めた
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プロジェクト学習 3rd~アゴラの討論In筑坂~自
分のモノサシの外側と出会う~~
( 12/5・12/13・12/14)
ねらいとテーマ
プロジェクト学習 3回目のテーマは「他者理解二
自分の知識の外側を知る」である。
これまで、の活動を通して、社会・産業など外側の世
界と、哲学的・思想的な自分の内側について考え学
習してきた。その経験を生かし、自らの考えを外に
発信するとともに、他者の意見や考えを受け入れ、
{I百々の世界観や価値観を広げようとしづ試みが本単
元の目的である。
E具体的な内容
本単元は、本校で毎年2回開設している「教員免
許状更新講習Jの授業講座とリンクさせた。具体的
な活動として、免許状更新講習に来る外部の先生方
と様々なテーマについて討論してもらおうというも
のである。本単元のタイトルになっている「アゴラ
の討論j とは古代ギリシアで、盛んに行われたといわ
れる、広場での公開討論のことである。本校を「ア
ゴラ(広場)Jに見立て、各所で様々なテーマで自由
討論を行った。
今回の重要なポイントとして、「矢口らない人、関わ
りの薄し¥人と語る」ということを念頭に置いた。そ
のため班構成も、クラスを越えたランダムメンバー
で行った。お互いよく知らない関係であるために
様々な気遣いや寛容な気持ちが必要となる。またテ
ーマ設定も斑ごとで話し合って決めるため、テーマ
決めのl時点から本活動は開始されている。テーマ決
めの条件は特にないが、注文としてけi担象度j の高
いものを考えるように生徒に要求した。これは高い
次元での会誌を求めるためである。 出てきたテーマ
として「愛とはJIお金とはJI幸せとは」といった
深くも難しいテーマが多数用意された。
授業当日は 30人弱の更新講習参加者と多数の保
護者が来場することとなった。講習参加者には事前
に本授業のねらいを説明し、積極的に討論に参加す
るよう声掛けをしておいた。
答のないテーマに対してあえて向き合うことをねらいとした
また、出た意見を自由に書き留められるよう模造紙
や付筆紙を用意して、討論が見ている側にも分かり
やすくなるよう工夫を凝らした。
E 本単元の成果
本単元で目指したものは「矢口らない人の対話を通
して自らの世界観や考え方の尺度を広げる」という
ことにある。したがって討論の内容やテーマがどう
であったかの評価はこの次で、あると考えた。
わずか 50分弱の討論ではあったが多くの班が有
意義な内容の討論が行われていた様子が伺えた。ま
た後半から盛り上がってきた斑も多く、時間がもっ
とほしかったという意見も!琵かれた。最終的なまと
めは各自の感想レポートという形で提出させた。免
許状更新講習参加者にも感想を提出してもらったが、
実際に討論に参加した内容と共に、非常に有意義な
活動で、ありコミュニケーション能力を養うための効
果的な学習であるとの意見が多数寄せられた。
免許更新講習の先生と有意義な会話を弾ませた
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4今年度の成果・課題圃考察
「産業社会と人間」は本校において、大きく二つの
|ヨ的があると言える。一つはこれまで記してきた授
業実践にあるように、「社会理解J1-自己理解Ji他者
理解Jといった非常に大きな尺度から世界や生き方
を考える哲学的側面ある。もう一つは 2年次から受
講する授業選択であり、 4つの科目群や自由選択科
目の中から自らの興味と将来を踏まえ、後悔のない
選択をさせるための下準備としての1WJ菌である。こ
の二つの目的は生徒自らの進路や将来を考えるとい
う点では共通しているが、実際に授業として展開し
たときに、これらをバランスよく内包することは限
られた授業数から考えても非常に難しい。しかし本
稿の冒頭に記したとおり、生徒たちが生きるこれか
生徒からの感想の抜粋
らの時代は社会構造や生活様式、価値観や人生観が
極めて複雑化し、刻々と変化する状況である。そう
した背景を踏まえ「産社Jにおけるキャリア教育を
考えたとき、まずは高い視点、広い視野を持つこと
が重要なポイントであり、そうした itlIl象度Jの高
い思考を持つことが今後の生き方、そして後悔のな
し1科目選択をする上での最重要課題と考えた。その
ため今年度の授業、とりわけ新たに導入した「フ。ロ
ジェクト学習」で、は非常に抽象的なテーマを取り入
れ、物事を深く広く考察する授業を展開した。
さて、上記の観点から今年度の成果を考えるため
に、まずは生徒の感想とアンケートの集計から見て
いきたい。
く〉人の者えや意見があって初めて自分の考えが出るんだなと忠った。産社でしか学べないことがたくさんあ
つだ。自分の夢についてしっかり計画を立てられた。本当に産社で成長ができた。
く〉体験や活動が多く、難しいテーマを老えてみたりと不思議な授業だ、った。しかし本当に大切なことをたく
さん学べた。いつ、どの時役立つかわからないけど絶対に役立つときは来ると思う。
。産社で多くの人と出会し1、考え方と出会い、新しい視点、自分と出会うことができた。産社は自分を愛え
てくれた授業でとても意義があつだ。
く〉将来の夢は決まっていたつもりなのに、いざ産社で考えてみると「どうしてなりたいんだろうJとか「本
に自分からやりたいと思っているのだろうかJなどを考えてしまい結局最後までわからなかっだ。
く>1年間の産社の授業を通して、自分のモノを見る巴が愛わったと思う。まだコミュニケーション能力、プ
レゼ、ン能力、さらには自分のやりたいことを見つけられ、自分を見つめなおせた授業だ、つだ。
く〉産社の授業は、患いを相手に伝え、他人の思警のぶつかり合いと共有を還し、自分について振り返って、
自分という容在を再認識する。そんな授業だ、った。そのおかげで頭とI~\が成長したような気がする。将来
や夢に視点を合わせてそのためには伺をすべきか、どのようになればいいかを考えていきたいと忠った。
く〉産社を通して成長できたことが二つあつだ。一つは将来についてしっかり考えられるようになり、進路と
将来の夢を決めることができた。今まではフワフワとしか考えていなかったが、将来のためや進路につい
ての授業がたくさんあり、具体的に決めることができだ。二つ自は自分についてよく知ることができた。
インタピ、ユーで「生きる」について質問した体験から、自分の生きがいについても考えることができだ。
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アンケート内容と集計結果(特に今年度の新たな試みの授業部分を抜粋)
人に言われてでなく、自分で考え、判断することができた。 主体性(思考)
2 自分で決めたことを行動に移すことができた。 主体性(行動)
3 一度決めたら最後までやり遂げようと努力した。 主体性(態度)
4 他の人と協力し、助け合って活動することがで、きたO 協働
5 他の人の意見や考えを理解し、尊重することができた。 協働(コミュ)
6 自分の意見や考えを他の人に伝えることができた。 協働(コミュ)
7 身の回りや社会-世界に興味や疑問を持つことができた。 多様性-知的好奇心
8 興味があることについて、本を読んだり自分で調べたりできた。 多様性-知的好奇心
9 興味があることについて、いろいろな人に話を聞いたり校外に出かけたりできた。 多様性・知的好奇心
10 様々な角度から物事を考え、自分なりに課題(問題点)を見つけることができた。 多様性知的好奇心
1 必要な情報を探し集め、自分なりに分析することができた。 論理性
1 2 伝えたいことをわかりやすく(論理的に)文章にまとめることができた。 論理性
13 伝えたいことをわかりやすく(論理的に)発表することができた。 論理性
14 家庭学習や課題への取組など、ものごとを計画的に進めることができた。 自己形成
15 将来の夢や方向性を考えることができた。 自己形成
HR 
4弘
?
?
?
?
HR 
3弘
部活動
7弘
キャリア
デザイン
6弘
科目選択
4弘
仕事ガイ
ダンス
4弘
4他の人と協力し、助け合って活動
することができた
7身の回りや社会・世界に興味や
疑問を持つことができた
進路講
話
1弘
キャリア
デザイン
13弘
5.他の人の意見や考えを理解し、
尊重することができた
職場体~~ 学問職
只 業ガイダ
9弘 ンス
3%出張
講義
2弘
福祉交
どな
12弘
アナ
ウン
サ- 6自分の意見や考えを他の人に
2弘 イ云えることができた
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生徒の感想を見る限り、多くの生徒が今年度の産
社の活動は有意義なものであったという意見であっ
た。とりわけ他者とのコミュニケーションを通して
今まで自分の考えになかったことに気づかされ、そ
こから自らの将来や進路について考えるきっかけに
なったことが{司える。
感想の仁!二lでは人と話し合うことに苦手意識を持つ
生徒が多く、最初〕はテ、イスカッションやインタビュ
ー活動~こ対して少なからず不安だった涼子である。
しかし産社の活動を通して自らの考えや意見を人に
伝えることに自信をつけるとともに、人と話すこと
で自分の考えも変化し、新たな発見となることが非
常'に楽しいという経験をしたようである。
また、これらの一連の学習効果が如実に表れたの
が、自分の将来を見据え計画するライフプランの作
成である。今まで漠然と描いていた自分の将来像に
改めて向き合い、考え直すことで今後の進路を選択
する上で大きな効果が挙げられた。と同時に産社で、
行った活動が将来を考える上で非常に参考になった
ということをライフプランに書いている生徒が多数
おり、これは一つの成果であるといえるのではない
だろうか。
次にアンケートによる結果から考察する。アンケ
ートは学期の終わりごとに実施し、計三回行った。
内容は 15項目の質問をし、効果的で、あった単元を
生徒に挙げてもらうという方法をとった。
先に載せた円グラフは、今年度新たに試みた単元
で、効果の高かったと読み取れるもの、もしくは課題
となる項目を挙げた。
[4他の人と協力し、助け合って活動することがで
きた(1学期)]においては、「菜園づくり Jと「地
域取材Jが大きなウエイトを占めていることに着目
したい。この二つの単元はどちらもコミキャン班で
活動しており、コミキャンから続くチームワークが
結果として表れたと類推する。とくに菜菌づくりは
例年の課題があることから、今年度は一定の成果が
出せたと考えている。
[7身の回りや社会・世界に興味や疑問を持つこと
ができた]においては「地域取材j が期待したほど
効果を上げず、「仕事発見ガイダンスjが大きな影響
があることがわかった。「ガイダンスJにおける生徒
への効果の実際は、判断の難しいところであるが、生
徒1Jl1Jの視点からは有意義なものであるといえるので
はないだろうか。「地域取材」は、アポをとり自分で
探して取材にいく、という活動においては今後の卒
Jリ「につながるトレーニングになったのではなし¥かと
考えている o
U他の人の意売や考えを理解し尊重することがで
きた (2学期)]に関してはプロジェクト学習 2の
i100人に開きました。人はなぜ生きるのですか?J 
が大きな成果が見られた。街に出てのインタビュー
活動により、老若男女多くの人々に出会い、多くの
考えに触れられた結果と思われる。年齢の違い、立
場の違いにより、人の考えはこうもたくさんあるも
のかということを、身を持って感じた様子が伺える。
[6自分の意見や考えを他の人に伝えることができ
た (3学期)]では「アゴラの討論jが非常に大きな
成果を上げている。その実践が後の活動で、ある「ラ
イフプランJ、そしてライブでの討論会を試みた「研
究大会j につながり、効果的な内容であったことが
うかがえる。コミュニケーション能力を育むと共に、
自己理解・他者理解について意義ある活動にするこ
とができたと言える。
「産相=Jの扱う領域は単純に数値や言葉で、表すこ
とのできない思考や知見、そして知的好奇心を伸ば
すことにある。そのため今回の考察も根拠を問われ
ると、本稿に載せた資料だ、けで、は甚だ心もとない。
しかし今年度の新たな試みは間違いなく実験的か
っ冒険的な内容であり、生徒が生き生きと活動して
いる様子から教員が感じたものは非常に意義深いも
のであったという強い手ごたえを感じている。
この実践が進路・キャリア教育としてどのような
意味があったのかを判断するには、もう少し時間を
要するだろう。いや卒業後、もしくは数十年後に意
味を見出すかもしれない。しかしそうした内容こそ
産社の自指すべき方向であり、今後の「総合的な学
習の時間j そして「卒業研究j を見据え、本年度の
産社による活動を次年度に生かしていきたいと思う。
??
{資料} 年間指導計画
(見IJ表 1)平成25年度産業社会と人間年間指導計画
各時限の内容
月 日 主題 単元
5時限 6時限
4 10-13 自然体験を通して出会いを考える コミキャン コミユーケーションキャンプ
4 19 生物育成通じて命を考える オリエンテーション 産社全体オリエン 菜国オ 1)エン
4 26 生物育成通じて命を考える 菜園作り 菜菌づくり(定植等) プロジェクト導入
5 10 社会の中での出会いを考える 社会理解 プ己ジェクト 1st①(社会を知る)
「、J 11 生物育成通じて命を考える 菜園作り 菜園づくり
5 24 社会の中での出会いを考える 社会理解 プ口ジェクト 1st②(社会を知る)
5 30 生物育成通じて命を考える 菜園作り 菜園づくり(追肥と管理)
品ーす去一、 5 31 社会の中での出会いを考える 社会理解 プ口ジェクト 1st③(社会を知る)
期
6 7 職業を知る、働くことを考える 職業理解 仕事発見ガイダンス
6 14 力 1)キュラムを知る 手斗自選択 科目群ガイダンス①
6 21 カリキュラムを知る 科自選択 科目群ガイダンス②
6 28 カリキュラムをま!lる/機業を知る、働くこと考える 科目選択 科巨選択予備調査入力 職場体験準備
7 12 学習内容を振り返る まとめ 一学期まとめ 収穫祭準備
7 13 生物育成通じて命を考える 祭 菜霞収穫祭
7 16 職業を知る、働くことを考える 職業理解 社会人講話 菜園片付け
夏期休業中 職業を知る、働く」とを考える 職業理解 職場体験
夏期休業中 職業を知る、働くことを考える 職業理解 職場体験振り返り
9 6 学問と進路を考える 科自選択 学問と職業ガイダンス
9 13 学問と進路を考える 進路学習 大学の先生による出張講義
9 19 他者を知り、自己を理解する 人間理解 福祉講話
9 27 学問と進路を考える 進路学習 筑波大見学事前ガイダンス
寸Aム二ム四 10 4 他者を知り、吉己を理解する 人間理解 特別支援学校交流会準備
期
10 11 人簡を知る、世界を知る 校外学習 校外学習説明会
10 18 学問と進路を考える 進路学習 筑波大見学
10 25 学的と進路を考える 自己との出会いを考える 進路学習 自己理解 筑波大見学まとめ プロジヱクト 2nd①
11 自己との出会いを考える 自己E呈角写 プ口ジェクト 2nd②(自分を知る〉
11 8 自己との出会いを考える 自己理解 プロジェクト3rd③(自分を知る〉
11 22 学問と進路を考える 科目選択 時間割作成&相談会 2学期振り返り
12 6 カリキュラムを知る/他者との出会いを考える 科自選択他者理解 授業時間割入力 ライフプランガイダンス
12 13 他者との出会いを考える 他者理解 プロジェクト 3rd②(他者を知る)
12 14 他者との出会いを考える 他者理解 プロジェクト 3rd③(他者を知る)
冬期休業中 生き方を考え、発表の方法を知る まとめと発表 ライフプラン宿題
10 生き方を考え、発表の方j去を知る まとめと発表 ライフプランHR発表①
24 生き方を考え、発表の方法を知る まとめと発表 ライフブうン什 R発表②
戸寸以一、
期 31 生き方を考え、発表の方法を知る まとめと発表 ライフプラン年次発表
2 7 人簡を知る、世界を知る 講演 文化放送アナウンサー講演会
2 14 学習内容をまとめる まとめと発表 研究大会発表会準備
2 19 学習内容をまとめる まとめと発表 研究大会発表会前日準備
2 20 研究発表について考える まとめと発表 研究大会
2 28 1年間の授業内容を振り返る まとめと発表/祭 産社総括 産社振り返り
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